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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

（N・A）

　雨上がりのあの香り…「ペトリコール」という名称をご存じの方も多い
と思います（米津玄師！）。あの香りに安らぎを感じるのは全人類共通だ
そうで、地球上で普遍的に愛されています。香りの成分は土壌中の
Streptomyces菌が生成するジオスミンという物質で、人間はこれを驚異
的な鋭敏さで感知します。ホオジロザメが血液を感知する（ジョーズ！）
濃度の20万倍の感度！そのくらい原始の人類にとって雨のもたらす恵み
は重要だったという事。水分としてだけでなく獲物の活動や植物の成長
に変化をもたらす雨の香りは「生存」に直結していたのです。そして今の
繁栄に至る…
　ちなみに語源はギリシャ語のpetra（石）とichor（神々の体内を流れる
霊液）に由来しますが、この香りに名前が与えられたのは1964年のこと
で、なんとジョーズ公開と10年しか変わらない！！
　写真は雨上がりの江津湖です。こんこんと水の湧く安らぎの場所へ、
昼休みにちょいと行けて幸せです。
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医科歯科連携のさらなる向上へ

理事　太田　文隆

　今期より地域包括ケア担当理事を拝命いたしました太田です。主にがん診療における医科
歯科病診連携発展事業を担当させて頂いております。会員の先生方におかれましては､ 日頃
より本会事業にご協力いただき誠にありがとうございます｡
　さて、本事業は平成25年から開始し､ 13年が経ちました。その間、がん診療における医科
歯科連携体制の充実強化のために、がん診療連携にかかわる全体（多職種）研修会、拠点病
院における研修会、及びがん医科歯科連携登録歯科医を増やすための全国共通がん医科歯科
連携講習会を行ってまいりました。連携登録歯科医数については皆様のご協力により、日歯
会員中の登録割合では本県は全国的にみてもトップクラスであります。この登録歯科医の割
合は本事業および本県がん推進計画の評価指数にもなっています。しかしながら、まだ目標
値に達していないのが現状です。年々医科からのがん患者の口腔機能管理依頼についての紹
介件数は増加しており、連携体制の充実のためにはまだまだ登録歯科医を増やしていく必要
があると考えます。ご承知のとおり、歯科が対応する連携区分は連携１（がん手術前患者を
対象とした口腔ケア）、連携２（がん化学療法、頭頸部放射線治療における歯科治療と口腔
ケア）、連携３（がん緩和医療における口腔ケア）の３つがあります。今後新規で登録され
る先生方はもちろんのこと、過去に登録に必要な講習会を受講されたのにもかかわらずまだ
未登録の方、また１～３の連携区分の追加登録を希望される方は、是非とも登録のご協力を
よろしくお願いいたします。
　また、本県における医科歯科連携は、既にがん診療のみならず、その他の症例における周
術期等口腔機能管理の連携についても定着しつつあります。これは従来の県内医科・歯科双
方の連携体制構築への努力の積み重ねによる成果であると思います。一方で、レセプト情報
のNDBオープンデータの分析から、私たちが今後さらに取り組むべき課題も明らかになっ
てきています。本県では連携登録歯科医の登録については進んでいますが、周術期等口腔機
能管理料の算定についての充足率は全国平均を下回っており、周術期関連の算定があまりさ
れていないようです。このことから術前・術後の連携継続が十分に機能していないことが推
察され、連携の質をさらに高める余地が大きいことを示唆しています。今後も本連携が、継
続性のある口腔管理にしっかりと繋がり、患者のQOLを高めることのできるよう術前・術
後から緩和ケアまで、切れ目のない連携体制を構築することが重要だと考えます。そのため
にも引き続き研修の充実、連携ツールの改善、医科側への働きかけをさらに強化し、県全体
の連携の質の向上に貢献していく所存です。
　今後とも皆様のご協力の程よろしくお願いいたします。
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率向上動画制作企画書」（案）について
　４．クールビズの実施について
　５．３月末会計現況について
　６．事業実施報告書について
　　・医療対策講演会　・シニア倶楽部
　７．職員の人事異動について
　８．日歯新Eシステムの稼働について
７．連絡事項： 
　１．５月行事予定について
　２．グループ保険への加入勧奨について
　３．令和８年度診療報酬改定について
８．承認事項： 
　１．新入会員の承認について
　 【承�認】審議の結果、第１種会員５名、第

３種会員２名の入会を承認した。
　２�．関係機関・団体からの役員等の推薦依
頼について

　 【承認】①�委員／熊本県救急医療連絡協議
会

　　　推薦：�宇治専務理事（任期：令和８年
４月１日～令和10年３月31日）

　 【承認】②�ＫＭＮコアメンバー会議外部委
員／熊本大学病院

　　　推薦：�宇治専務理事（任期：令和８年
４月１日～令和９年３月31日）

　 【承認】③�協議会委員、相談支援・情報連
携部会員／熊本県がん診療連携
協議会

　　　推薦：�［協議会委員］牛島会長（任期：
令和８年度）

　　　　　　�［相談支援・情報連携部会員］
吉武地域包括ケア委員会副委員
長（任期：令和８年度）

　 【承�認】④�防災会議委員／熊本県危機管理
防災課

　　　推薦：�町田常務理事（任期：令和８年
５月７日～令和10年５月６日）

慎重かつ大胆な事業活動を！

　４月28日（火）午後７時より県歯会館におい
て、牛島会長他全役員、神山・永松監事出席
のもと開催された。
１．開会：工藤副会長
２．挨拶：牛島会長

　さて新年度となり、昨年度末に理事の皆様
に立てていただきました今年度の事業計画・
予算につきましては着実に執行して、さら
に今まで継続してきた事業の見直しや新たな
事業は、慎重かつ大胆に進めてほしいと思い
ます。熊本県では、新たな地域医療構想や医
療計画の中間見直しということで医療現場の
様々な見直しが進んでいるところです。私も
各事業が現在抱えている問題を抽出して課題
を整理する時期にきていると考えています。
それから、平成28年熊本地震より今年で10年
目の節目を迎えました。南海トラフ地震など
の大きな地震が発生した際には、歯科医師は
人の命と尊厳に関わる重要な役割を担うこと
になります。常日頃からの身元確認研修会等
の受講や災害時対応マニュアルの見直しも必
要だと考えており、日頃の備えをしっかりし
ていきたいと思います。来月は診療報酬改定
や賃上げ物価支援事業補助金や物価高騰対策
支援金など対応業務が増えますが、しっかり
ご対応をお願いいたします。

３．議長選出：牛島会長
４．議事録署名人：�神山・永松監事、牛島会長
５．会務報告：（自：３月19日～至：４月23日）
本会総務：�第２回臨時代議員会、理事会、常

務理事会
学　　術：学術委員会
社会保険：�社会保険委員会、個別指導対策社

会保険説明会
地域保健学校歯科：地域保健学校歯科委員会
地域包括ケア：�回復期医科歯科病診連携運営

協議会（Web）
広　　報：熊歯会報５月号校正
医療対策：�医療対策講演会、医療相談・苦情

対応
厚生・医療管理：シニア倶楽部
学　　院：学院始業式、入学式
　以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．退会会員について
　２�．歯科用水銀・歯科用アマルガムの処分
に関するアンケート調査について

　３�．令和８年度「歯科口腔健康診査 受診

― 第12回理事会 ―
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　 【承認】⑤�理事／熊本県総合保健センター
　　　推薦：�牛島会長（任期：令和８年度臨

時評議員会終結時（令和８年５
月）～令和８年度定時評議員会
終結時）

　 【承認】⑥�委員／熊本県医療安全推進協議
会

　　　推薦：�椿常務理事（任期：委嘱の日～
令和10年３月31日）

　 【承認】⑦�委員／第76回社会を明るくする
運動 熊本県推進委員会

　　　推薦：�牛島会長（任期：推進委員会の
日～令和９年３月31日）

　 【承認】⑧�理事、評議員／公財）熊本県学
校保健会

　 【承認】
　　［理　事］推薦：�牛島会長、大林副会長

（任期：令和８年６月18
日～令和10年定時評議
員会まで）

　　［評議員］�髙田理事、宮㟢 地域保健学校
歯科委員会副委員長

　　　　　　 �（任期：令和６年６月～令和10
年６月定時評議員会終結時）
※今回は変更無し

　 【承認】⑨�熊本県における医療費の見通し
に関する計画検討委員会委員／
熊本県国保・高齢者医療課

　　　推薦：�椿副会長（任期：委嘱の日～令
和８年９月30日）

　２．後援名義使用依頼について
　 【承�認】創立50周年記念シンポジウム／一

社）熊本県保険医協会
９．議題：
　１�．関係機関・団体への会費等の納入につ
いて

　　�①奉賛金／加藤神社（5,000円）　②団
体助成金／公財　熊本県学校保健会
（200,000円）

　 【可�決】審議の結果、原案通り可決承認し
た。

　２�．日本歯科医師会選挙人及び補欠選挙人
の選出について

　 【可�決】審議の結果、原案通り可決承認し
た。

　３．令和８年度定時代議員会日程について
　 【可�決】審議の結果、議案に①資産運用の

実施について、②選挙管理委員の任期
の変更について、③会長予備選挙規則
の改正について、を追加して可決承認
した。

　４�．広報誌「あゆみ」第62号への広告掲載
依頼について

　 【可�決】審議の結果、４区画１万円で掲載
を可決承認した。

　５�．令和６・７年度新安心・安全歯科医療
推進制度基準達成証デザイン（案）につ
いて

　 【可決】審議の結果、デザインを可決した。
　６．事業企画書について
　 【可�決】よ坊さんとくまモンのコラボレー

ションイベント（くまモンスクエア）
について審議の結果、事業企画書を原
案通り可決した。

　７�．保存期間を経過した文書の廃棄につい
て

　 【可�決】審議の結果、本会分・学院分の廃
棄を可決承認した。

10．監事講評：
　神山監事�「先月もお話ししました、中東地

域の情勢悪化に伴う原油問題でグ
ローブや抗生剤などの供給不足が
だいぶ収まってきましたが、材料
商とよく相談して対応されてくだ
さい。一刻も早く状況が収まるこ
とを望みます。」

　永松監事�「皆様、慎重審議お疲れ様でした。
以前、令和７年度各委員会事業の
執行率は60％以上を目指してほし
いとお願いしましていましたが、
結果は78％となりました。今後は
80％を目指してさらに頑張ってほ
しいと思います。」

11．閉会：椿副会長
� （広報　秋山 清）

　熊歯会報５月号P４～５にて代議員会報告を掲載しましたが、第５号議案の令和８年度熊本県
歯科医師会会計収支予算書の掲載が漏れておりました。ここに、深くお詫び申し上げます。
　つきましては、次ページに掲載いたしましたので、ご高覧いただけますと幸いでございます。
　今後、このようなミスのないよう再発防止に努めてまいります。何卒ご容赦のほどお願い申し
上げます。

（理事　秋山 清）

お　詫　び
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令和８年度　 熊本県歯科医師会会計収支予算書
令和８年４月１日から令和９年３月31日まで

（単位：円）

科　　　　　目
実施事業

学術講演・研修事業 地域保健事業 歯科衛生士の 
育成事業 社会的弱者支援事業 共　　通 小　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）　経常収益
　　　基本財産運用益 0 0 0 0 0 0
　　　受取会費 0 0 0 0 0 0
　　　受取入会金 0 0 0 0 0 0
　　　事業収益
　　　　指定管理受託料 0 0 0 0 0 0
　　　　事業収益 0 6,803,000 0 0 0 6,803,000
　　　　学生生徒納付金収入 0 0 102,350,000 0 0 102,350,000
　　　　手数料収入 0 1,528,000 2,775,000 0 0 4,303,000
　　　　医業収入 0 0 0 71,497,000 0 71,497,000
　　　受取補助金等
　　　　受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0
　　　　受取県市補助金 0 489,000 13,000 17,400,000 0 17,902,000
　　　　その他補助金 80,000 170,000 250,000 0 0 500,000
　　　受取負担金 510,000 0 0 0 0 510,000
　　　雑収益
　　　　受取利息 0 37,000 1,000 1,000 0 39,000
　　　　広告費収入 0 500,000 0 0 0 500,000
　　　　賃借料収入 0 0 0 0 0 0
　　　　雑収入 50,000 0 160,000 305,000 0 515,000
　　　受取寄付金 0 0 0 0 0 0
　　　他会計からの繰入金収入 0 3,118,000 0 0 0 3,118,000
　　　　経常収益計 640,000 12,645,000 105,549,000 89,203,000 0 208,037,000
　　（２）経常費用
　　　事業費
　　　　役員報酬 3,110,000 3,226,000 2,040,000 2,270,000 0 10,646,000
　　　　給与手当 5,058,000 7,827,000 46,764,000 51,089,000 0 110,738,000
　　　　臨時雇賃金 0 0 0 0 0 0
　　　　退職給付費用 281,000 421,000 2,403,000 709,000 0 3,814,000
　　　　賞与引当金繰入額 0 0 2,523,000 877,000 0 3,400,000
　　　　法定福利費 0 0 6,240,000 3,794,000 0 10,034,000
　　　　福利厚生費 1,018,000 1,528,000 1,348,000 1,199,000 0 5,093,000
　　　　教育費 0 0 18,371,000 0 0 18,371,000
　　　　診療原価 0 0 0 7,550,000 0 7,550,000
　　　　研修費 1,646,000 623,000 0 0 0 2,269,000
　　　　広告宣伝費 353,000 3,784,000 0 1,200,000 0 5,337,000
　　　　会議費 3,067,000 5,077,000 1,941,000 2,741,000 0 12,826,000
　　　　旅費交通費 2,541,000 4,815,000 3,036,000 2,240,000 0 12,632,000
　　　　通信運搬費 0 413,000 1,010,000 450,000 0 1,873,000
　　　　減価償却費 0 2,188,000 3,640,000 2,387,000 0 8,215,000
　　　　消耗品費 529,000 1,352,000 4,973,000 1,067,000 0 7,921,000
　　　　修繕費 0 0 1,000,000 1,000,000 0 2,000,000
　　　　印刷製本費 290,000 3,203,000 1,624,000 0 0 5,117,000
　　　　燃料費 0 0 0 0 0 0
　　　　光熱水料費 0 0 0 2,000,000 0 2,000,000
　　　　賃借料 200,000 0 600,000 3,419,000 0 4,219,000
　　　　保険料 0 15,000 0 250,000 0 265,000
　　　　諸謝金 30,000 236,000 0 0 0 266,000
　　　　租税公課 0 0 0 0 0 0
　　　　支払負担金 114,000 7,390,000 2,510,000 250,000 0 10,264,000
　　　　支払助成金 0 9,240,000 0 0 0 9,240,000
　　　　支払寄付金 0 30,000 0 0 0 30,000
　　　　委託費 0 1,550,000 1,000 2,540,000 0 4,091,000
　　　　渉外費 0 0 0 0 0 0
　　　　雑費 0 42,000 520,000 550,000 0 1,112,000
　　　　収益負担分 △ 358,000 △ 1,126,000 0 0 0 △ 1,484,000
　　　　事業費計 17,879,000 51,834,000 100,544,000 87,582,000 0 257,839,000
　　　管理費
　　　　役員報酬 0 0 0 0 0 0
　　　　給与手当 0 0 0 0 0 0
　　　　臨時雇賃金 0 0 0 0 0 0
　　　　退職給付費用 0 0 0 0 0 0
　　　　賞与引当金繰入額 0 0 0 0 0 0
　　　　法定福利費 0 0 0 0 0 0
　　　　福利厚生費 0 0 0 0 0 0
　　　　研修費 0 0 0 0 0 0
　　　　広告宣伝費 0 0 0 0 0 0
　　　　会議費 0 0 0 0 0 0
　　　　旅費交通費 0 0 0 0 0 0
　　　　通信運搬費 0 0 0 0 0 0
　　　　減価償却費 0 0 0 0 0 0
　　　　消耗品費 0 0 0 0 0 0
　　　　修繕費 0 0 0 0 0 0
　　　　印刷製本費 0 0 0 0 0 0
　　　　燃料費 0 0 0 0 0 0
　　　　光熱水料費 0 0 0 0 0 0
　　　　賃借料 0 0 0 0 0 0
　　　　保険料 0 0 0 0 0 0
　　　　諸謝金 0 0 0 0 0 0
　　　　租税公課 0 0 0 0 0 0
　　　　支払負担金 0 0 0 0 0 0
　　　　支払助成金 0 0 0 0 0 0
　　　　支払寄付金 0 0 0 0 0 0
　　　　委託費 0 0 0 0 0 0
　　　　渉外費 0 0 0 0 0 0
　　　　雑費 0 0 0 0 0 0
　　　　収益負担分 0 0 0 0 0 0
　　　　管理費計 0 0 0 0 0 0
　　　他会計への繰出金支出 0 0 241,000 181,000 0 422,000
　　　　　　経常費用計 17,879,000 51,834,000 100,785,000 87,763,000 0 258,261,000
　　当期経常増減額 △ 17,239,000 △ 39,189,000 4,764,000 1,440,000 0 △ 50,224,000
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その他事業
法人会計 内部取引消去 合  計収益事業 

販売収入・保険手数料等 福利厚生事業 共　　通 小　　計

0 0 0 0 176,000 176,000
0 0 0 0 125,268,000 125,268,000
0 0 0 0 450,000 450,000

0
0 0 0 0 0 0

7,239,000 40,848,000 0 48,087,000 0 54,890,000
0 0 0 0 0 102,350,000

13,180,000 0 0 13,180,000 0 17,483,000
0 0 0 0 0 71,497,000

0
3,326,000 0 0 3,326,000 0 3,326,000

0 0 0 0 0 17,902,000
0 5,000,000 0 5,000,000 2,676,000 8,176,000
0 135,000 0 135,000 0 645,000

0
27,000 339,000 0 366,000 681,000 1,086,000

0 0 0 0 0 500,000
0 0 0 0 3,000,000 △ 3,000,000 0
0 0 0 0 104,000 619,000
0 0 0 0 1,000 1,000
0 0 0 0 10,330,000 △ 13,448,000 0

23,772,000 46,322,000 0 70,094,000 142,686,000 △ 16,448,000 404,369,000

1,728,000 115,000 0 1,843,000 0 12,489,000
12,462,000 632,000 0 13,094,000 0 123,832,000

0 0 0 0 0 0
633,000 35,000 0 668,000 0 4,482,000
260,000 0 0 260,000 0 3,660,000
544,000 0 0 544,000 0 10,578,000
1,989,000 6,374,000 0 8,363,000 0 13,456,000

0 0 0 0 0 18,371,000
0 0 0 0 0 7,550,000
0 0 0 0 0 2,269,000

140,000 0 0 140,000 0 5,477,000
2,735,000 0 0 2,735,000 0 15,561,000
303,000 128,000 0 431,000 0 13,063,000
1,051,000 41,000 0 1,092,000 0 2,965,000
862,000 0 0 862,000 0 9,077,000
925,000 785,000 0 1,710,000 0 9,631,000
150,000 0 0 150,000 0 2,150,000
5,692,000 0 0 5,692,000 0 10,809,000

0 0 0 0 0 0
692,000 0 0 692,000 0 2,692,000
66,000 0 0 66,000 0 △ 3,000,000 1,285,000
79,000 5,578,000 0 5,667,000 0 5,922,000

0 0 0 0 0 266,000
1,510,000 0 0 1,510,000 0 1,510,000
674,000 31,355,000 0 32,029,000 0 42,293,000

0 502,000 0 502,000 0 9,742,000
0 0 0 0 0 30,000

728,000 0 0 728,000 0 4,819,000
300,000 570,000 0 870,000 0 870,000
249,000 1,466,000 0 1,715,000 0 2,827,000

0 △ 105,000 0 △ 105,000 0 △ 1,589,000
33,772,000 47,476,000 0 81,248,000 0 △ 3,000,000 336,087,000

0 0 0 0 3,111,000 3,111,000
0 0 0 0 36,673,000 36,673,000
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 3,536,000 3,536,000
0 0 0 0 4,621,000 4,621,000
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 7,383,000 7,383,000
0 0 0 0 128,000 128,000
0 0 0 0 642,000 642,000
0 0 0 0 8,212,000 8,212,000
0 0 0 0 7,478,000 7,478,000
0 0 0 0 5,596,000 5,596,000
0 0 0 0 14,647,000 14,647,000
0 0 0 0 3,971,000 3,971,000
0 0 0 0 1,000,000 1,000,000
0 0 0 0 2,166,000 2,166,000
0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 2,225,000 2,225,000
0 0 0 0 434,000 434,000
0 0 0 0 468,000 468,000
0 0 0 0 264,000 264,000
0 0 0 0 7,148,000 7,148,000
0 0 0 0 629,000 629,000
0 0 0 0 500,000 500,000
0 0 0 0 200,000 200,000
0 0 0 0 7,198,000 7,198,000
0 0 0 0 7,852,000 7,852,000
0 0 0 0 1,545,000 1,545,000
0 0 0 0 △ 5,714,000 △ 5,714,000
0 0 0 0 121,913,000 0 121,913,000
0 1,000,000 0 1,000,000 12,026,000 △ 13,448,000 0

33,772,000 48,476,000 0 82,248,000 133,939,000 △ 16,448,000 458,000,000
△ 10,000,000 △ 2,154,000 0 △ 12,154,000 8,747,000 0 △ 53,631,000

（単位：円）

― 6 ― ― 7 ―



熊歯会報 Ｒ．８．６熊歯会報

歯科衛生士採用には正解がある！
歯科衛生士から応募が集まる求人の作り方講座

― 求人・就業支援講演会 ―

　３月18日（水）、県歯会館にて、歯科衛生士
の採用をテーマとした標記講演会が、Web
併用にて開催された。本講演では、（株）ナイ
ンデザイン代表取締役の飯田憲幸氏を講師に
迎え、深刻化する歯科衛生士不足の現状と、
その中で選ばれる医院となるための具体的な
採用戦略について解説がなされた。Web参
加者は38人、現地にて５人の参加者を集め、
会員の関心の高さが伺えた。
　まず、歯科衛生士の有効求人倍率は全国平
均で23.7倍と非常に高く、極めて厳しい採用
環境にあることが示された。また、地域によっ
ては就業者数が減少している一方で、診療所
数も減少傾向にあり、今後も人材確保の重要
性が一層高まることが指摘された 。

　講演の中心は「求人採用には正解がある」
という考え方であり、従来の給与や勤務条件
のみを提示する求人では不十分であるとされ
た。求職者の歯科衛生士は、職場の理念や人
間関係、成長環境、ライフスタイルとの両立
など、多様な要素を重視して職場を選択して
いる。そのため、医院側は自院の価値観やビ
ジョン、院長の人柄、スタッフの雰囲気など
を具体的に「言語化・数値化」し、求職者に
伝えることが重要であると強調された。
　さらに、求職者のタイプは「組織重視」「人
間関係重視」「仕事重視」「待遇重視」「チャ

レンジ重視」「ライフスタイル重視」の６つ
に分類され、それぞれに応じた訴求が必要で
あることが示された。特に現代の歯科衛生士
においては、家庭や育児との両立、スキルアッ
プ、良好な人間関係が重視される傾向があり、
これらに対する具体的な取り組みの提示が応
募増加につながるとされた。
　また、採用成功のためには、ターゲットと
なる人材像を明確に設定し、それに応じた求
人内容を作成することが不可欠である。加え
て、ハローワークや求人媒体の活用だけでな
く、自院の採用専用サイトの構築やSNS、紹
介制度（リファラル）などを組み合わせた多
面的なアプローチが重要であるとされた。

　講演を通じて、採用活動は単なる人員補充
ではなく、医院の成長と安定経営のための戦
略的投資であることが改めて認識された。今
後は、各医院が自院の強みを明確にし、継続
的に情報発信を行うことが、採用成功の鍵と
なると考えられる。
　本講演は、歯科衛生士不足という共通課題
に対し、具体的かつ実践的な示唆に富む内容
であり、会員の歯科衛生士採用にとても有意
義なものとなった講演会であった。
� （江藤 崇文）

医・生厚 管療 理
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次期診療報酬改定の展望を学ぶ

― 社会保険講演会 ―

　５月10日（日）午前９時より、県歯会館４階
ホールにて標記講演会が開催された。初めに
開会の挨拶を牛島会長よりいただいた。その
後、約90人の参加者を前に、厚生労働省保険
局歯科医療管理官の和田康志先生と大杉和司
日歯社会保険担当常務理事より、「令和８年
度診療報酬改定における動向と次期診療報酬
改定に向けた展望」と題してご講演いただい
た。
　和田歯科医療管理官からは、歯科固有の技
術料の見直し（歯周病治療の体系化、口腔機
能低下症の検査要件明確化、有床義歯の管理
評価への見直し等） 、脱金属と医療DXの推
進（CAD/CAM冠の適用制限の事実上撤廃、
定例報告の廃止、マイナ保険証・電子処方箋
等の導入評価） 、そして医科歯科連携の新た
な評価（歯科からのフィードバックに対する
医科側への算定枠新設等） に関するご講演が
あった。

　次に大杉日歯常務理事からは、今回の改定
における政治的背景と改定率について（全体
＋3.09％、歯科実質＋0.31％の獲得経緯や財
務省との折衝等）や、ベースアップ評価料等
の算定要請（次世代の財源確保に向けた届出
の重要性とスタッフ・歯科技工士の賃上げ対
応）についての説明があった。

　その後、各改定項目に対する質疑応答を行
い、ベースアップ評価料の具体的な届出方法
や算定に向けた賃金改善計画、CAD/CAM
冠の新たな適用判断基準等、日々の臨床や実
務に直結する課題についてご回答いただい
た。
　今回の改定は医院の経営環境に直結する内
容が多いことから、県歯社会保険委員会とし
ても適切な対応に向け、会員へ算定ルールの
変更点やIT化への取り組みについて密に情
報提供・共有していくことが重要であると切
に感じられた。
　最後に、椿副会長の挨拶で閉会となった。
　結びとして、今回の講演会にあたり、遠方
より本会会員のためにご足労いただいた厚生
労働省保険局歯科医療管理官の和田康志先生
と日歯社会保険担当常務理事の大杉和司先生
に厚く感謝申し上げます。また来賓としてご
聴講いただいた長崎県歯会社会保険担当理事
東義隆先生、社会保険診療報酬支払基金熊本
支部審査調整役（歯科）の安光浩一先生に深
謝いたします。
� （上田 浩一朗）

険保会社

参加者に向けて分かりやすく解説する和田歯科医療管理官

熱心に説明される大杉日歯常務理事
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郡
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郡
市
会
報
告

郡市会報告

上益城郡歯科医師会

自己肯定感から始まる、理想の職場づくり

― 講演会・スタッフ懇親会 ―

　４月11日（土）、県歯会館にて、角祥太郎先生
を講師に招き、標記会が開催された。
　講演会では「雰囲気の良い職場作り」や「キャ
ンセルの出にくい仕組み」について、具体的な
手法が示された。角先生の数奇なご経歴と、こ
れまでの経験に裏打ちされた深い人生観には強
い説得力があり、聴衆はまたたく間にその世界
観に引き込まれた。当初の予定であった60分を
大幅に超過し、90分近くに及ぶ熱演となったが、
あまりの内容の濃さに、まるで一瞬の出来事で
あったかのように感じられた。

　講演の内容は、まず個人の自己肯定感を高め
ることから始まり、そこから院内スタッフの精
神性を引き上げ、最終的に患者満足度の向上へ
と繋げるという、画期的なものであった。一見
すると魔法のような劇的な変化を説きながら
も、その実、非常に論理的で納得感があり、明
日からの診療現場ですぐに実践できる素晴らし
い内容であった。

　講演会終了後は、会場を近隣の「sazae」に
移して懇親会が行われた。日頃から医院のため
に身を尽くしてくれるスタッフへの感謝を込
め、様々なイベントも催された。盛り上げ上手
な角先生と太田会長が司会を務めたこともあ
り、会場は大きな盛り上がりを見せた。
　普段、他院のスタッフと直接顔を合わせる機
会は決して多くない。しかし今回の会は、それ
ぞれの現場で歯科医療を支える仲間との繋がり
を肌で感じる機会となり、極めて有意義な一日
となった。

� （二渡 淳）

笑顔で熱演される角先生

角先生の講演は強い説得力が感じられた

とても楽しいひと時を過ごせた
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郡
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郡
市
会
報
告

天草郡市歯科医師会

気持ちを新たに

― 令和７年度通常総会 ―

　４月25日（土）午後２時30分より天草市民セン
ター展示ホールにおいて、標記会が執り行われ
た。総会の前に県歯より園田社保担当理事をお
招きして令和８年保険改定について、ご講演頂
いた。
　時代に合わせて複雑化する保険改定の詳細や
ルールをまだ掴めきれない中、丁寧にご説明頂
いた。約２時間の講演の後、午後４時30分より
通常総会が執り行われた。松本会長のご挨拶で
は人口減少が進む天草郡市での歯科の重要性を
述べられ、身が引き締まる思いであった。

　例年通り各報告、事業計画、会計・予算案報
告が進み、令和７年度も各事業を遂行された
先生方に感謝の意を申し上げたい。更には今
回、叙勲 旭日双光章を受賞された青砥忠孝会
員、日歯連盟褒章を受章された久々山芳文会員
に向けて、来賓としてご来訪頂いた牛島県歯会
長からお祝いの言葉を頂いた。お二人の先生方
の今までのご功績が素晴らしい形で表彰され、

大変喜ばしい事であった。続いて牛島会長から
最近の歯科界のトピックをお話し頂いた。令和
８年度の診療報酬改定率は＋0.31%と近年では
高い水準率であったものの、歯科医師数の減少
と高齢化、地域偏在、後継者問題、歯科医療機
関の閉院増加の現状や将来の歯科医師不足の予
想に対する令和８年歯科医師国家試験の合格率
61.9%という現状、更には保険診療の金パラの
逆ザヤ問題、歯科衛生士や歯科技工士の不足等、
決して楽観視は出来ないが、国民皆歯科健診実
現への希望を持って、歯科医師会会員が一丸と
なって日本の歯科界を良いものにしていきたい
と感じた。
　その後、午後６時30分より会場を天草プリン
スホテルに移し、懇親会を行った。牛島県歯会
長、園田県歯社保理事にもご参加頂き、大変楽
しい時間となった。また新たな年が始まったが、
本会もまた様々な情報交換を行い、会員相互で
助け合い、健康的で平和な１年間を過ごせるこ
とを願う。
� （松原 崇士）

保険改定説明会の聴講中

本年度も天草郡市歯科医師会 頑張っていきましょう！
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水俣・芦北郡市歯科医師会

幅広い層の参加者があった

― 歯っぴぃー♪健口広場 ―

　５月４日（月）午前９時より、水光社本館２階
レストラン横にて標記イベントが開催された。
　実施主体は水俣・芦北地域歯科保健連絡会で、
本会による歯科相談、歯科衛生士会による歯周
病セルフチェック・歯みがき指導及びフッ化物
塗布、栄養士会によるかみかみメニュー（歯に
良いおやつ）紹介を行った。
　相談内容は歯並びに関してが一番多かった
が、歯周外科や義歯について、上唇小帯強直症
や上皮真珠と思われる腫瘤の相談もあり、幅広
い層が来場された。
　最後にくまモンも来場し、子供たちと共に歯
みがき体操、くまモン体操を行い大盛況であっ
た。

� （若江 映晃）

本会の歯科相談ブースの風景
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～交剣知愛～
― 第12回九州歯科医師剣道稽古会 ―

　この稽古会は九州各県の歯科医師等の剣道
関係者の技術の向上ならびに交剣知愛を目的
に2011（平成23）年に始まり、４月４日（土）、
熊本公徳会武道場「振武館」で12回目の開催
となった。
　振武館剣道師範の荒木幸二教士八段、熊本
県剣道連盟より栗崎敬一教士八段、田代修教
士八段を講師としてお招きし、指導陣に全日
本歯科医師剣道連盟より教士八段 三條貞夫
会長（山形県）をはじめ計４人参加され、福
岡、長崎、佐賀、大分、鹿児島、熊本各県の
歯科医師や特別参加の剣士など、合計32人が
参加した。
　稽古に先立ち、荒木先生から剣道講話があ
り、剣道の打つべき機会や「強くなる秘訣
（稽古法）」について作成された資料で解説し
ていただいた。最後に、強さだけでなく姿・
形・態度がにじみ出てくるような「強く正し
く気品のある剣道」を目標にしてくださいと
締めくくられた。
　田代先生からは剣道の礼法と所作について

講話があり、剣道着・袴・剣道具の着装につ
いて、立礼・座礼についての説明があった。
「剣道はまずは姿かたちで、着装を見れば“品”
がわかる。礼法、作法を見れば“格”がわか
る。その人の姿、作法を見れば“品格”がわ
かる。」と述べられた。
　その後、栗崎先生より面を付けての面打ち・
切り返しについて技術的な点についてご指導
いただき、「最後の面まで気を抜かない。最
後の面が一番大事である。」と解説があった。
　その後、元立ちの先生に稽古をつけていた
だき汗を流した。他県の先生からは「このよ
うな稽古の機会があって有難い」と好評で
あった。稽古を終えた後の懇親会では参加者
紹介等で盛り上がり、剣道談議に華が咲いた。
　この場をお借りしまして、来賓として稽古
会からご参加・ご挨拶いただきました椿副会
長ならびに日頃より県歯剣道部にご支援・ご
協力いただいている皆様に感謝申しあげま
す。
� （県歯剣道部　三森 康弘）

九州各県からたくさんの方が稽古会に参加された

部活動だより

剣道部
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Legend
～伝説のささやき～

私の歯科医師としてのあゆみ
（奥田良樹80歳）

熊本市　奥田　良樹

〈昭和46年から47年〉
　日歯大卒後すぐ縁があって、茨城県日立市の開業医Ｋ歯科にて勤務
　自らの技術、知識の未熟さを痛感させられる日々

〈昭和47年から48年〉
　博多のＦ歯科に勤務。DR4人診療台8台。色々な講習会に参加。このクリニックでDr.ビーチの
「ホームポジション・デンティストリー」4日間コースの講習会に参加したが…

〈昭和48年から52年〉
　熊本市北千反畑の奥田歯科の父の下で、4年間勤務。診療台はスペースライン1台と旧式の台が
2台、昔からの変わりない診療システムで悶々とした日々…

〈昭和52年10月から53年2月〉
　父子との診療方針の違い、嫁姑のいさかい等で家出。単身車1台に生活用品を詰め込み、四国、
大阪、東京の友人の診療所を見て回り、最終的に四国・新居浜のサトウ歯科（診療台はすべてデ
ンタルベッドで23台。スタッフ20数人）に4ヶ月間。近くにアパートを借り、朝8時から夜8時ま
でみっちり修行。

〈昭和53年4月から41年間〉
　熊本市月出の薬局の2階をレンタル、大借金をして奥田歯科クリニックを開業
　（デンタルベッド3台、DH3人、DA3人 DT1人）開業して数年間は1日あたり50 〜 100人の患
者の来院があった。色々な事があったが、患者さんとのトラブルは皆無！

〈令和3年から6年〉
　奥田歯科クリニック閉院。3軒のクリニックから訪問歯科診療の依頼があり、市内各地の介護
施設、障がい者施設、寝たきり、車椅子の患者の口腔ケア

どうすれば無理のない自然な動きで歯科診療を行えるかが中
心テーマ…
左が恩師佐藤宏先生、右が堀江修一郎先生

「スペースラインHPO」
1963.10.13発売

― 14 ―
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〈令和7年から〉
　家と土地を売却して、立田山ふもとの中古住宅を購入。リフォームして長年の夢だった晴耕雨
読の世界に。

〈エピローグ〉
　Dr.ビーチ、Dr.佐藤宏から教わり、開業時からデンタルベッド3台で41年間診療。患者水平位、
術者は編み物をするような姿勢で、DHとのチームワークとミラーテクニックで背筋の伸びたス
トレスのほとんどないシステム。
　診療方針は基本保険診療。体の姿勢を正し、病気トラブルのない体作りが1番と、合気道、フ
ルマラソン、ゴルフ、ボウリング、山登り、水泳、自転車、トライアスロンなどに挑むため、
365日早朝起床。10㎞のランを基本に体作りを行ってきた。今年80歳になるが、至って健康。家
庭菜園作りとボウリング、晴耕雨読の世界を楽しんでいる。

歯牙を削る際の右手中指のレストポジション、バキュームの
位置…これが基本である

歯牙を削る順序を細かく決めていった…
この時のミラーのテクニック修得で無理のない自然な動きで
歯科診療ができてくる。

我が奥田歯科クリニックで開業時から使っているデンタル
ベッド。診療台の回りにうがいをする所や機械類がなくスッ
キリしている…

〈これら、水平位診療のノウハウは、私を題材にして「GP」という季刊本に連載された。〉

― 14 ― ― 15 ―
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外来では、障がいをお持ちの方の歯科診療を行っています！ ※休日診療はやっていません×

診療案内 月 火 水 木 金 土
日

祝日

外来診療 ★
10:00~13:00
14:00~17:00

休
10:00~13:00
14:00~17:00

10:00~13:00
◎

10:00~13:00
14:00~17:00

休

IV-ｓ診療
【日帰り】

● ●

★月曜：訪問診療（障がい児・者） ◎金曜午後：診療トレーニング
IV-ｓ(静脈内鎮静法)：午前は【処置中心】、午後は【P管理】にて診療しています♪

口腔保健センターでは、障がい者施設および支援学校を対象に、歯科健診・歯科保健指導・講演会を

継続して実施している。あわせて、軽度障がいのある方が一般歯科医院でも円滑に歯科診療を受けられ

るよう、登録歯科医制度による体制整備と研修会の開催にも取り組んでいる。 

施設での歯科健診では、利用者の口腔内状態を評価し、その結果を施設職員や保護者へ共有するこ

とで、歯科受診への動機づけを図っている。これにより、う蝕や歯周病の早期発見・早期対応につながっ

ており、利用者の多くが積極的に健診を受けている。 

歯科保健指導については、あおば支援学校において小学部 3～6年生の児童 20人を対象に実施した。

担任教員および学校職員、保護者の参加のもと、児童一人ひとりに対して個別のブラッシング指導を行

口腔保健センター新聞
第10号

※設備の都合上、全身麻酔は行えません        

障がい者施設等における歯科保健指導の取り組みと実績報告

障がい者入所施設の職員にむけた口腔管理の研修会 特別支援学校での歯科保健指導を授業形式で行った
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い、口の開け方や歯ブラシの当て方など、基本的な口腔清掃方法について具体的に指導した。児童は熱

心に取り組み、日常の口腔ケアの重要性を伝える有意義な機会となった。 

また、くまもと江津湖療育センター外来棟においては、「重症児（者）の摂食嚥下リハビリテーションと口

腔ケアについて」と題した講演会を実施し、摂食嚥下に関する講義に加え実技指導も行った。 

なお、これらの取り組みは日常の障がい者歯科診

療とは別に、地域における歯科保健活動として体系

的に実施しているものである。 

さらに、児童発達支援事業所や生活介護事業所、

放課後等デイサービス、特別支援学校など、計 11 か

所の施設において歯科保健指導を実施した。加えて

一部施設では歯科健診と併せて指導を行い、利用者

のみならず施設職員や保護者も対象とした包括的な

支援を行っている。いずれの場面においても、参加者

は非常に熱心に受講していた。 

人材育成の面では、熊本歯科衛生士専門学院において 3 年生を対象に、口腔保健センターでの実習

前オリエンテーションを実施した。本講義では、障がい者歯科診療の基本的な考え方や対応のポイントに

ついて解説し、実習に向けた基礎的理解の形成を図った。あわせて、実習での障がい者歯科診療を通じ

た学びと関連づけることで、将来歯科衛生士として就業した際に、障がいをお持ちの患者さんに対応する

場面での実践的なヒントとなることを目的としている。 

また、熊本市歯科技工士会講習会においても「障がいのある方のお口の清掃方法」と題して講演を行

い、他職種に対して障がい者歯科への理解を広げる機会となった。 

口腔保健センターでは、今後も歯科診療のみならず、歯科健診・歯科保健指導・講演会・研修制度を通

じて、障がいのある方々とそのご家族が安心して歯科医療を受けられる環境づくりに努めていく。 

今後とも口腔保健センター役職員一同、引き続き尽力してまいりたい。 

（口腔保健センター 常任理事 三笘貴司）

障がい者入所施設での歯科検診・保健指導
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【叙勲「旭日双光章」（厚生労働大臣 保健衛生功労）】

青砥　忠孝 会員

叙勲伝達式

４月25日（土）伝達式　
於：天草市プリンスホテル

青砥圭吾会員（ご子息）出席のもと開催された。

青砥忠孝会員の長年の功績を称えて ご子息の青砥圭吾会員も嬉しそうな表情

県歯公式インスタグラムを開設しました！
　この度、県歯公式インスタグラムを開設しました。
　お口の健康に役立つ豆知識や、講演会・各種イベントなどの情報をお届けし
ます。
　ぜひ、フォローをよろしくお願いいたします！

　〈アカウント名〉
　 ▼ kumamoto_dental_association
　 ▼ 一般社団法人熊本県歯科医師会【公式】
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澤
（サワキ　タカヒト）

木　孝仁

沢木歯科医院
熊本市東区東野1-9-8

①子供の成長
②患者さんとのコミュニケーションを重視し

て声に耳を傾け、一人ひとり真摯に向き合
うこと。

③地域の方々、先代、スタッフ、皆さんに支
えられている温かい医院。

④より地域に貢献できるように頑張りたい。

津
（ツダ　ヒロアキ）

田　礼彰

新屋敷津田歯科こども歯科
熊本市中央区新屋敷1-21-
10

①旅行、ゴルフ
②スタッフ全員が同じ方向を向いて患者さん

に関われるチーム医療を通じて安心感と高
い診療レベルを両立した歯科医院

③幅広い診療科目
④チーム作りに力を入れ、スタッフ全員が成

長でき働きやすい環境を整え医院を盛り上
げていきたい。

谷
（タニガワ　ジュンイチ）

川　淳一

谷川歯科医院
熊本市西区蓮台寺4-10-97

①根管治療
②１人１人に寄りそった治療方針を立てて進

めていく。
③何十年も先を見据えた治療を行っていく。
④これから地域医療に貢献していきたいと

思っております。
　ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上

げます。

山
（ヤマダ　タカヒロ）

田　崇弘

すこやか歯科クリニック
熊本市中央区本山１－６－19

①AIを歯科経営に導入すること
②・�ライフステージに応じた根拠に基づいた

歯科診療
　・�専門科のDrがお互いに連携して治療を

行っていくような総合診療
③同一法人の医療施設、介護施設と連携し、

多職種と食事支援を行っています。
④地域包括ケアシステムの中で歯科がどうあ

るべきかを常に考えながら日々の診療を
行っていきたいと思います。

第１種会員第１種会員

湯
（ユノ　アキラ）

野　　晃

湯野歯科口腔外科クリニッ
ク
八代市大村町950－１

①労務・税理学・事業主として必要な知識や
見解…日々勉強です。

②地域の医療機関とのシームレスな連携によ
る地域医療

③口腔外科外来診療を想定した医院設計、設
備・体制。

④近隣の先生や医療機関と速やかに連携をさ
せて頂き、患者さんに適切な医療を提供で
きるよう努力していきたいと思います。

①�今もっとも関心のあることを教
えてください。 

②�自分が希望する歯科診療とはど
のようなものだとお考えですか。 

③�他の歯科医院にはない自分の医
院の特色を教えてください。 

④今後の抱負は何ですか。 
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工
（クドウ　ユウキ）

藤　悠暉

工藤歯科医院

熊本市北区植木町舞尾682

第３種会員第３種会員
中

（ナカムラ　ノリヒロ）
村　紀裕

西くまもと歯科医院

熊本市南区近見２-１－６

令和８年度 定時代議員会 開催のお知らせ

　下記の通り令和８年度定時代議員会を開催いたしますのでお知らせします。
記

　　　　　　　　日時：令和８年６月27日（土）午後３時～
　　　　　　　　会場：熊本県歯科医師会館　４階ホール

［ 議　事 ］
　第１号議案　�令和７年度一般社団法人熊本県歯科医師会会計決算（案）の承認

を求める件
　　　　　　　 《　監　査　報　告　》
　　　　　　　　　決算監査報告書
　　　　　　　　　公益目的支出計画実施報告書に関する監査報告書
　第２号議案　日本歯科医師会選挙人及び補欠選挙人選出の承認を求める件
　第３号議案　熊本歯科衛生士専門学院学則の一部改正（案）の承認を求める件
　第４号議案　�一般社団法人熊本県歯科医師会会長予備選挙規則の一部改正（案）

の承認を求める件
　第５号議案　�一般社団法人熊本県歯科医師会財産の管理及び会計規則の一部改

正（案）の承認を求める件
　第６号議案　�一般社団法人熊本県歯科医師会選挙管理委員会の委員の任期の特

例に関する規則（案）の承認を求める件

［ 協　議 ］
　１．時局対策について
　２．その他

※�代議員会は公開となっています。傍聴を希望される場合は、事務局に必ずご連
絡のうえ、ご来場下さい。

― 20 ―
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所管 日付 摘要 出務者

総　　務

３月21日 第２回臨時代議員会　［議事］第１号～第５号議案［協議］
（１）県歯会館管理（２）時局問題（３）その他

牛島会長他全役員、渡辺議長、河原
副議長他代議員50人

24日

月次監査２月末会計現況監査 神山・永松監事

第18回常務理事会　
（１）関係機関・団体からの役員等の推薦依頼（２）関係機関・団体への会費等の納入（３）
後援名義使用依頼　ほか

牛島会長他常務理事以上全役員

25日 県における医療費の見通しに関する計画検討委員会（県庁防災センター） 椿副会長

26日
くま歯キャラバン隊（山鹿市）（鹿本市民センターひだまり）
（１）学校歯科健診の統一性　受講者：13人 髙田理事

熊本市歯科医師会通常総会 大林副会長

27日

第210回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（第二合同庁舎） 椿副会長

【Web】くまもとメディカルネットワーク（KMN）コアメンバー会議 宇治専務理事

第６回財務会計委員会 宇治専務理事

31日 事務局職員辞令交付 牛島会長

４月３日
県健康福祉部新任挨拶 牛島会長、椿副会長

県地域医療構想トップセミナー（くまもと森都心プラザ） 牛島会長

４日 第12回九州歯科医師剣道稽古会（熊本市） 椿副会長

６日 【Web】第２回補助金に関する情報交換会（診療所） 牛島会長

７日
第19回常務理事会
（１）新入会員（２）関係機関・団体からの役員等推薦依頼（３）日本歯科医師会選挙人及
び補欠選挙人の選出　ほか

牛島会長他常務理事以上全役員

13日 県地域医療構想調整会議～実務者向け説明会～（県庁防災センター） 永江事務局長

15日 支払基金審査運営協議会（支払基金） 牛島会長

21日

故河上正先生叙勲・位記伝達式 牛島会長、宇治専務理事

第20回常務理事会
（１）新入会員（２）関係機関・団体からの役員等の推薦依頼（３）関係機関・団体への会
費等の納入　ほか

牛島会長他常務理事以上全役員

学　　術 ４月６日
学術委員会
（１）新Ｅシステム（２）歯科衛生士向け研修会と保険改定への対応（３）７月肝炎コーディ
ネーターイブニングセミナー　ほか

豊田理事、飯盛委員長他全委員

社会保険

３月28日 社会保険委員会
（１）会員向け発行物（２）個別指導立会者、個別相談対応（３）報告事項と今後の日程

椿副会長、野田・園田理事、桐野委
員長他12委員

30日 九州厚生局・県庁との打合せ　九州厚生局熊本事務所４人、熊本県３人、県歯５人 牛島会長、椿副会長、野田・園田理
事、桐野委員長

４月12日 個別指導対策社会保険説明会　受講者：19人 野田・園田理事、桐野委員長他３人

23日 保険個別指導（第二合同庁舎）　３医療機関 小林副委員長、井口委員

地域保健
学校歯科

３月19日 県PTA共済審査委員会（県総合福祉センター） 上野委員

27日 都道府県地域保健・産業保健・介護保険担当理事連絡協議会（日歯会館） 松原崇士理事

30日 【Web】こどもシゴト博打合せ（各診療所）
（１）運営業者との打合せ（２）出展内容（３）ブース装飾　ほか

髙田・松原崇士理事、髙水間委員長
他１委員

４月２日 【Web】歯の祭典打合せ（診療所）　委託業者との打合せ
（１）配信方法（２）チラシ内容 松原崇士理事

10日 フッ化物洗口推進打合会　県健康づくり推進課、県体育保健課との打合せ
（１）前年度学校歯科担当者会議（２）歯及び口腔の健康に係る研修（３）フッ化物洗口事業

大林副会長、髙田理事、髙水間委員
長

16日

県高等学校保健会理事会（熊本農業高校） 大林副会長

県PTA共済審査委員会（県総合福祉センター） 上野委員

県高等学校保健会評議員会（熊本農業高校） 大林副会長

地域保健学校歯科委員会　
（１）令和８年度スケジュール

大林副会長、馬場常務理事、髙田・
松原崇士理事、髙水間委員長他全委
員

23日 新規採用養護教諭研修（県教育センター） 髙水間委員長

地域包括
ケア

３月25日 【Web】地域包括ケア小委員会（各診療所）
（１）令和８年度オーラルフレイル定着普及事業

町田常務理事、立山理事、園田委員
長他１委員

26日 【Web】回復期医科歯科病診連携運営協議会
（１）各病院の現状（２）次年度の計画

宇治専務理事、町田常務理事、太田・
立山理事他24人

27日 都道府県地域保健・産業保健・介護保険担当理事連絡協議会（日歯会館） 町田常務理事、立山理事

４月10日 【Web】モデル地域（阿蘇郡市）との打合せ（各診療所）
（１）昨年度の活動説明（２）今年度の活動内容（３）小冊子

町田常務理事、立山理事、園田委員
長他４人

会 務 報 告 自　令和８年３月19日
至　令和８年４月23日
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所管 日付 摘要 出務者

地域包括
ケア

16日

県認知症施策・地域ケア推進課打合せ
（１）在宅歯科医療連携室機能強化事業（２）在宅歯科診療器材整備事業（３）オーラルフ
レイル対策普及定着事業　ほか

町田常務理事、立山理事、園田委員
長

県健康づくり推進課事業打合せ
（１）介護者歯科実技研修事業（２）医科歯科病診連携発展事業（がん診療）

町田常務理事、太田理事、園田委員
長

22日 【Web】県後期高齢者医療広域連合との歯科健診受診率向上への取組み協議（各診療所） 町田常務理事、立山理事、園田委員
長

広　　報

３月21日 第２回臨時代議員会取材 平島・田中委員

30日 【Web】こどもシゴト博打合せ（各診療所）
（１）運営業者との打合せ（２）出展内容（３）ブース装飾　ほか 秋山理事

４月１日 TKUインタビュー取材（診療所）　TKUライブニュース：災害関連死について 牛島会長

９日 【Web】広報委員会
（１）熊歯会報５月号・１校目校正

【会館】秋山理事、月精委員長他２
委員【Web】他３委員

10日 くまモン・よ坊さんコラボイベント打合せ（県庁）
（１）ステージ進行（２）イベント広報 秋山理事

13日 エフエム熊本インタビュー収録打合せ 牛島会長

17日 【Web】広報委員会
（１）熊歯会報５月号・２校目校正（２）広報アンバサダー委嘱状伝達

【会館】牛島会長、椿常務理事、秋
山理事、月精委員長他３委員、金子
アンバサダー【Web】他２委員

医療対策

３月29日 医療対策講演会　【Web】　講師：松原良太理事　演題：歯科・口腔外科診療時の全身的・
局所的偶発症と心肺蘇生法　Web参加者：53人　会場参加者：21人

牛島会長、宇治専務理事、椿常務理
事他５委員

４月２日 医療相談 椿常務理事、松原良太理事、町田委
員長

20日 医療対策委員会　
（１）事例報告（２）委員提出協議題（３）検討事項　ほか

椿常務理事、松原良太理事、町田委
員長他全委員

厚生・医療
管理

３月30日 【Web】こどもシゴト博打合せ（各診療所）
（１）運営業者との打合せ（２）出展内容（３）ブース装飾（４）予算　ほか 工藤副会長、牧理事、黒岩委員長

４月４日 シニア倶楽部（熊本ホテルキャッスル）　参加者：シニア会員49人 牛島会長他常務理事以上全役員、秋
山・牧理事、黒岩委員長他４委員

９日 【Web】厚生・医療管理小委員会
（１）委員会体制（２）こどもシゴト博（３）九州各県担当者会　ほか

工藤副会長、牧理事、黒岩委員長他
１委員

22日 県健康づくり推進課、県歯科衛生士会との歯科医療職人材確保事業打合せ 工藤副会長、牧理事

センター

４月１日 口腔保健センター長診療日（口腔保健センター） 椿センター長

３日
口腔保健センター役職員会（口腔保健センター）
（１）病院歯科連携協議会の日程（２）アクティブネットワーク九州（３）はまゆう研修会
　ほか

椿センター長、我那覇・大坂副セン
ター長、三笘常任理事、川島診療部
長

13日 アクティブネットワーク九州打合せ（口腔保健センター）
（１）ランチョンセミナー受付の導線・人員配置（２）オハイエくまもととの打合せ 我那覇副センター長

学　　院

３月19日 第４回教務委員会
（１）行事及び諸会議（２）学生現況（３）１～２年生後期試験結果　ほか

牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長他４委員

24日 2025年度第２回教育委員会（TKP東京駅カンファレンスセンター） 野中課長補佐

30日
学校評価・教育課程編成委員会
（１）教育理念・教育目標（２）令和６年度第２回議事録（３）令和７年度特別講義一覧　
ほか

牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長他５委員

４月２日 令和８年度臨床実習施設打合せ会 牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長

９日 学院始業式 大林副学院長

10日 入学式 牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長

14日 オープンキャンパス挨拶動画撮影 牛島学院長

20日 臨地実習打合せ会（区役所実習） 弘中副学院長

22日 【Web】臨地実習打合せ会（社会福祉施設実習） 牛島学院長

国保組合 ３月24日 第86回全協通常総会（アルカディア市ヶ谷） 上野副理事長、野田理事
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事業課からのご案内

朝日生命　　アフラック生命　　住友生命　　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「5000万円」の
保障が無診査で加入OK
保険期間は80才まで継続可能！

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2025年の還元率約 49％）

会員専用グループ保険制度のご案内
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July  7 7日（火）

21日（火）

25日（土）

28日（火）

第25回常務理事会 （県歯会館）

第26回常務理事会 （県歯会館）

国保臨時組合会 （県歯会館）

第15回理事会 （県歯会館）

　今年の春は涼しく気持ちのいい日が多かったですが、世間はイランの情勢で石油の行方に戦々恐々
としています。
　そんな中、久しぶりに蛍を見に行きましたが、その儚くも美しい光に、自分のステージで一生懸命
に生きるしかないよなぁと再認識。歳とともに自然に気付かされる事が増えている気がします。

（H.M）編集者のつぶやき

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

熊本歯科衛生士専門学院は
Instagramでも情報発信中！

ぜひご覧ください

熊本歯科衛生士専門学院
インスタグラム


